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那賀川河川事務所

第８回 長安口ダム改造事業費等監理委員会

第７回委員会での主な意見と取り組み

資料3



（１）個々の工事費の増減やランニングコストを含めて、トータル事業費につい
てレビューすること。 

   ○H26年度迄の事業費及び今後の事業費を精査し事業費レビューを実施 
     →資料3｢事業費レビュー及びコスト縮減に対する対応状況｣で説明     
 
    
（２）広報を進めるにあたり、地域の財産につながるなど、付加的なものにも留意
して戦略的に進めていただきたい。 
   ○長安口ダム改造事業における広報の状況 
   ○長安口ダムにおける良好なまち空間と水辺空間の形成 

【第７回委員会（平成2６年度）における主な意見と取り組み】 

前回の委員会でいただいた以下の主な２つの意見に対する、当事務所の取り
組みついてご紹介します。 
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（１）長安口ダム改造事業における広報の状況 （平成26年4月～平成27年7月） 
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桜谷小学生ダム見学写真（右岸構台上） 

徳島大学生ダム見学写真（天端左岸） 

中野島小学生ダム見学写真（ダム操作室） 

平成２６年度 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 

見学者数(人) ４９ ７８ ３９ ５８ ４６ ３９ １０８ １２１ １３６ ３７ ６１ ３０ 

平成２７年度 ４月 ５月 ６月 ７月 

見学者数(人) １０２ ９３ ８７ ８８ 



（１）長安口ダム改造事業における広報の状況 
【新たな取組み】  
 長安口ダム改造事業の広報の新たな取り組みとして、長安口ダム施設改造広
報資料を作成。ダム工事現場見学者や通常のダム見学者に配布を行い、改造
事業の広報を実施。 

 現場見学等には、HP上にある工事現場見学の受付案内を更新し、一般及び学
校関係者等に広く周知するとともに、旅行業への広報として、世界に誇る土木技
術が詰め込まれた改造事業工事を観光資源として活用してもらうようインフラ
ツーリズムにも対応。 

 
長安口ダム施設改造広報資料 

工事現場見学の受付（HP） 
http://www.skr.mlit.go.jp/kikaku/spotguide/ 
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 長安口ダムでは、高度な土木技術を集結した、国内最大級の施設改造工事
を実施している。 

 工事に伴い設置した仮設構造物は、工事完了後も、地域活性化に寄与でき
る施設としての活用を考えている。 

■長安口ダム見学会開催 ■坂路を整備し、 
  カヌー等の湖面利用促進 

■仮設架台を活用し、 
  総合案内板・利用案内板等の設置 

■工事用道路を活用し、広場整備 

ケーブルクレーン基礎部 

■基礎部を活用し、展望スペース整備 ■工事に関わる体験型イベント実施 

（２）長安口ダムにおける良好なまち空間と水辺空間の形成 
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